
司
会
を
務
め
た
古

屋
寧
々
さ
ん
（
２-

２
、

写
真
右
）
は
「
最
初
、

硬
い
表
情
だ
っ
た
方
々

が
演
奏
す
る
に
つ
れ

て
笑
顔
に
な
り
、
盛

り
上
が
っ
て
楽
し
い

雰
囲
気
で
終
わ
れ
た

の
で
、
演
奏
し
た
甲

斐
が
あ
り
ま
し
た
」

と
語
っ
て
い
る
。
最

後
は
ハ
イ
タ
ッ
チ
で

終
わ
っ
た
と
い
う
。

(1)第10号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２６年５月１４日

学

道

一

如
発行

小樽双葉高校
新聞部

2026年5月14日
第10号

お
年
寄
り
の
笑
顔
励
み
に

５
月
９
日
、
吹
奏
楽
部
が
札
幌
市
南
区
の
医
療
法
人
愛
全
会
の
老
人
保
健
施

設
リ
ラ
コ
ー
ト
愛
全
を
訪
問
し
、
施
設
利
用
者
に
演
奏
を
届
け
た
。

上
は
職
員
の
方
と
集
合
写
真

曲
目
は
童
謡
、
一
九
七
〇
年
代
の
ヒ
ッ
ト
ソ
ン

グ
な
ど
。
松
田
聖
子
の
歌
も
数
名
で
披
露
し
た
。

最
近
の
曲
も
ダ
ン
ス
も
交
え
て
楽
し
ん
で
も
ら
っ

た
。
「
よ
っ
、
色
男
」
と
か
け
声
も
あ
っ
た
と
か
。

（
写
真
は
藤
井
謙
先
生
の
提
供
）

部員にとっても音楽の力を感じる１日となりました。


